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D．トモルトゴー著・小沢重男・蓮見治雄編・訳
『現代蒙英日辞典』に見られるモンゴル語表記法
角　道　正　佳
　　　　The　Orthography　of　Mongolian　of
AModeγn　Mongo　
lian－Englisla－Ja茎）anese　D三c擁oγLαγy
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KAKUDO　Masayoshi
　　　Khalkha　Mongol三an　（or　Standard　Mongolian）spol｛en　in　the　簸ongolian　People’s　Republic　has
orthography　based　on　the　pronunciation　of　present－day　Mongolian．｝｛owever，　A　Mongolian－Engiish－Japanese
Dictionaリノpublished　rece就ly　adopts　a　un玉que　orthography　which　differs　from　the　standard　orthography，
The　purpose　of　this　paper　至s　to　show　the　difference　between　these　two　orthographies　and　analyse　the
mechanism　of　the　spelling　on　which　the　author　of　th三s　dictionary　based．　The　main　difference　is　that　the
orthography　of　this　dictionary　lacks　word　interna王vowel　deletion　except　for　the　limited　cases．　This　is
because　the　author　tried　to　shew　clearly　the　word　structure　of　Mongolian，　whlch　is　also　reflected　in　the　H－b
alternation．　Sometimes　there　are　too　many　vowels　writセen　in　his　orthography．　The　reason　is　that　he　stiil
clings　t◎the　old　orthography．　As　a　result，　even　homonyns　such　as‘palm’and　hdoes　not　exist’must　be
d三stinguished　in　his　orthography　as　aAara　and　aJlra．
0．はじめに
　モンゴル人民共和国の標準語であるモンゴル語1ハルハ方雷）は，現代式の正書法がすでに確
立している言語であり，現在出版物はこの正書法に基づいてなされている。正書法というものの
性質上，二通り以上の表記が共存している語があった1｝　1，なかには間違って綴られたものが活字
になっていたりするような事情は避けられないが，とにかく独自の正書法が存在する。辞書の表
記についても，勿論，この正書法に基づいて書かれるのが普通である2。ところが最近，この正書
法に基づかない表記体系によって記された辞書『現代蒙英日辞典毒が刊行された。この辞書は，
兇出し語は少ないけれども，記述の面で，それまでの辞書になかったような特徴をもっているの
で，現在モンゴル語を学習するに際しては，必要不可欠のものであるといえよう。モンゴル語を
何年も学習している者，とりわけモンゴル文語にも親しんでいる者が，この辞書を使いこなすこ
とはさほど困難なことではないように思われるけれども，初心者がいきなりこの辞書をひこうと
すると，探している語が見つからないことがしばしばあるように思われる。そのために正規の正
書法との対照表が付いている。しかし著者が，いったい，どういう方針でこのような表記を採用
することにしたのかという点3，さらに，この表記体系自体の構造については詳しくは述べられて
いない。ここでは，その方針はともかく，幽 構造にメスを入れてみようと思う。つまり，この表記
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体系が望ましいものであるか否かという点にはあまり触れないで，構造がどうなっているかとい
う点だけに注目して，この表記をながめてみることにする。
　子音の表記や，母音調和については，正規の正書法と変わるところがないので，表記で問題に
なるのは音節構造，すなわち，あいまい母音の位置である。つまり，正規の正書法とは違った位
置に母音があったり，母音が多かったりするのがこの表記の特徴である。さらに，Hとbの書き
分けの方法が正規のものとは異なっている。
　モンゴル語は，ブリヤート方言やオルドス方書と違って閉音節志向の欝語であり，それは正書
法からもうかがわれる。もっともモンゴル語は必ずしも閉音節志向ではないどいう兇方もある。
Poppe（195玉，1970），　Sanzheyev（1973）に従うと4，現代モンゴル語は，語中で子音が三つ続く
ことや語末で子音が二っ並ぶことはないことになる。TeMePTorooの表記は，これらとも違って
いる。実際，語中で子音が三つ続くものや語末で子音がこつ並ぶものが存在する。それにもかか
わらず正規の正書法よりは母音が多く書かれるという特徴がある。
　TeMOPToroo（以下丁）は，この辞書の刊行以前に，彼独自の表記法に基づいて書いた論文
（1977＞がある。この論文にみられる表記と，今問題にしている辞書（1979）の表記との騒1には
多少の樒違点がみられる5。
T（1977）ページ
YPhE　349
xyB套craJIblH　349
33pr2uox　352
HX3HXH　351
M以3BXXI3益365
T（1979）
yp瓢
xyB騒craJlb三H
33P3組卿
HX3琵X
賑X3BXT3羅
以箭に
革命の
匝敵する
殆どの
能動的な
T（1977）のyp砥，　XYBbcraJlblHは正規の正書法と問じであるが，　Tほ9791と比べると違って
いる。語幹内の母音が消去されないという点でT（1977）とT（1979）とには共通点がある。T（19771
から例をひろってみよう。
　T（1977）ページ
YY　P2rつ3P　347
y｛｛藝paac　3∠手7
xoDK湖blH　347
YH皿盈c3｝1347
xyBbC聾bΣ冠347
6a益caHbIr　347
6難q羅r迎益R347
6yT21iO｝韮瓜356
yπaM）K｝翌鐸a賑363
cy脚axa艮366
役割りによって
～ ので
発達の
基礎の
変1ヒの
～ であったことを
文字の
構造に
続けて
研究するのに
これらの語は，下線の母音が消虫されないで残っているという特徴がある。次の瓢語は，正規の
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正書法とも同じであるが，格語尾にHが出現する語は，Hの前にあいまい母音が現れないという
点で，T（1979）と共通の特徴といえる。
　T（1977）ページ
　3PTHxit　347　　　　　　　昔の
　x311ffMit　347　　　　　　　　ことばの
すなわち3PT3H雌，　x3∬3H噴ではないという点がiYYP3r33p以下の語との違いであり，しかもT
（1977）とT（1979）とが共通の特徴をもっている語である。
　T（1977＞には，複合語を分かち書きしないものが見られるが，この点もT（1979）との共通点
である6。
　T（1977）ページ
　　yimyrx羨H　349　　　　　　動詞の
　yTra3Y勘349　　　　　　意味論の
　　m麹H涯JlraJlaap　355　　　　格変化によって
1．TOMePTorooの表記と正規の正轡法
1．1．共通点
　正規の正書法（以下3）と比べてみた際，どの点が違っているかを明らかにする前に，どの点
が共通であるかを明らかにしておく必要がある。以下共通点について述べる。
1．1．1．子音
　子音については，両者に違いはみられない。たとえば，「呼吸」はTではaMHcraJIであり，3で
はaMbcrarfであるからMとbの違いはあるが，　M，　c，　r，πという子音の音価については両者
共，同じである。ここで特に重要なのは，3のrという子音がブリヤート方言の正書法aMxcxa」1
にみられるようにxではなく，Tでもrであるという点である。また，「心」は両者共c3Tr311で
ある7。「呼吸jは文語のamisqa1，「心」はsedkilに対応する語であるから，　rは古くは無声子音
であったと考えられるし，c3Tr3”のTは古くは有声子音であったと考えられる。一般に文語の
sk，　sq；dk，　dqは，ハルハ方言でcr；Trに対応するから，この点Tと3とは同じ立場で表記して
いることになる。
1．1．2．6～B交替
　3では，語頭及びrr，　M，　K，　Bの直後で6をそれ以外の位置でBを書くという規則があり，
この点丁も同じ立場を採っているものと思われる8。たとえば，6aaTap　「英雄」，　caJi6ap　「分
科」，caM6ap　「枝」，　eBox　「冬」。しかし，次のようにTと3とが違う語がある9。
　T　　　　　　　　　　　　3
　　a6bffaCRar　　　　　　　　　　　a旦bffacnar　　　　　　　　　　　才育旨のある
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礒a6ra田
a篁para
6aa6ra益q琵JI鱒
斑即隻3一
皇a益P
qaBTaffll
a旦pa「a
6aaBrah薩HJi用
斑即旦3噛
蚤a益P
老婆
巨大な
力で圧倒する
むちで打つ
場所
ba羨P「場所」は明らかに誤植であろう。6aa6ratigru］〔－c～を力で圧倒する」は，6aaBrafiヂ熊」
の派生語であることを考えると，やはり6aaBr説脳浄の誤記だと思われる。他の語については確
かな証拠はないけれども，ga6raHU「老婆」とaBrafi「妻」とでrの前の子音に発音の差がある
とは思われないし，｛舩p63・「むちで打つ」とaPBaH「十」とでpの後の子音に発音上の差があ
るとは思われない1°から誤記の可能性がありそうである。
1．1．3．あいまい母音の表記
　あいまい母音として，どの母音を書くかはTも3も全く同じである。a及びyを含んだ音節の
次ではaを，oを含んだ音節の次ではoを，3及びYを含んだ音節の次で19　3を，　oを含んだ音飾
の次ではoを書く。語中でMを含んだ音節があれば，その音節を飛び越えて上に述べた規剛が適
用される。複合語については上の規則に従わない。
1．1。4．＞K，刃，斑の後のあいまい母音
　Mく，9，HIの直後のあいまい母音はMと書き，このMはbとは交替しないで，ゼmuと交替する
という点でTは3と同じである11。
1．1．5．語来（語幹末）のあいまい母音
　　　丁　　　　　　　　　　　　　3
A　a涯6a
　　MOHre
B　3疑3
　　6ara
C　caJIXM
　　aHrH
D　xaHra－
　　UTF3藺
　　caHa－
　　TorJIO一
an6a
Me蔽re
3H3
6ara
caJIIXM
aHr鍍　　　　一
xa｝fra－
KTr3藺
ca｝｛a－
TorllO一
任．務
銀
これ
小さい
風
学年
満足する
儒じる
思う
遊ぶ
Aは7子音が語末で二つ並ぶことができないために母音が必要になっている鰐であるL2。　Bは，
「区別する母音」の例である。C，　DについてはTと3とで綴り方が違う場合もある。この点に
っいては後でまた述べる13。
1．玉．6，補助母音
　fi，§，　e，　roの書き方については両者同じである。
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1．1．7．H＋VV
　Hもしくはbで終っている語に，長母音で始まる接辞を添加する際の書き方は，両者共同じ
である。たとえば，即Ka　「会話」，30XHOH　「作品」14。
1．1．8．母音挿入
　母音挿入のしかたも両者同じである15。
　　TOX。　　　　－f－M　　　→　　　　TOXΩM　　　　　フェルト製の鞍褥
　　装備する
　　以YYP－　　　＋H　　　→　　　　双YYP2R　　　　満ちた
　　一杯になる
　　KX　　　　　十PXYY→　　　　HXgPXYY　　　尊大な
　　大きい
1．　1．　9．　CT，　cu，　XT，　xg
　CとXの後にTとgが来る場合，すなわちCT，　C9，・XT，　X9は母音なしに書かれる。たとえ
ば，TYyXT「歴史の」，　TYYxq「歴史家J，　YCτ一「全滅する」。
1．1．10．形動詞xの前の母音
　3では，形動詞xの前の母音は，長母音や二重母音で始まる接辞，あるいは挿入された母音の
前でも脱落しない。この点Tでも同じである。たとえばanb　60HΩxoop　opyyπaXblr「なんとかし
て入れようと」。さらに，次のような語についても3とTでは共通点がある。
　T　　　　　　　　　　　　　3
　M3艮3P2XW　　　　　　　　　M3EP3XYX　　　　　　　　　知覚
　　yxar以aXyyH　　　　　　　　　　　　　yXar瓜aXyyH　　　　　　　　　　　　　携ξ念
　　Y「YYx2xYyH　　　　　　　　　　　Y「YYJI3xyYH　　　　　　　　　　述語
　y「yyn3「八2xYYH　　　　　　　Y「YYx3「以3xYYH　　　　　　主語
1．　2．　ネ目違，点、
1．2．1．母音消去の不在
　相違点を一雷でいえば，音節構造の違いということになろう。母音挿入のしかたは同じである
から，違うのは最初から（基底形に）母音を書く位置と母音溝去のしかたということになるIs。3
には存在する母音消去がTには存在しないと考えると説明のつく語が数多くみられる’7。
　T　　　　　　　　　　　　　　3
　　XOKgPOM－　　　　　　　　　　　　　　XOEPOM一　　　　　　　　　　　　　　遅れる
　　600AgnHor凪一　　　　　　　　　　　　　600nqxorll。　　　　　　　　　　　　　奴隷fヒされる
　　cy瓜㌶aJI　　　　　　　　　　　　　　　　cy即a∬　　　　　　　　　　　　　　　　　研究
　　apgBaaR　　　　　　　　　　　　　　　　　aPBaa耳　　　　　　　　　　　　　　　　　　10ずつ
XOKoporR－「遅れる」は，　XOIIop－「あとになる」にru－〈受身〉が付いたためにrの前に母音が
挿入されて，xoxxopom一となったものである。3では，　pの前の母音が消去されるが，　Tでは残っ
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ているという違いがある。残りの例も，600腿瑚＋n，cynax＋x，　apaB＋aallであるから，も
ともとあった母音は，新たに挿入された母音や長母音の前でも消去されない。
　この規則は，格語尾が付加された場合にもあてはまる。序文の中に例が数多く見られる。
　　　T　　　　　　　　　　　　　　3
　　　9P21L3MTgR＋畑　　　　　3P即醗庸K舳　　　　学者達の
　　　6難q璽r÷33P　　　　　　　　　　6Hljr十33P　　　　　　　　　文字によって
　　　3acar十K触　　　　　　　　　　3aCF　十　KitH　　　　　　　　政府の
　　　xer＞K凱十　MPtH　　　　　　　　　xeD瑚十K駁H　　　　　　　　発」塗の
　　　cy江aJiarq璽以＋aac　　　　　　cypmarull　＋aac　　　　　　研究者達から
　　　yπ旦M＋aap　　　　　　　　　y双M＋aap　　　　　　　　　さらに
　　　Ta」lapxan＋aa　　　　　　　　　　　TaJlap）σr“t－aa　　　　　　　　　　感謝を
　　　3瓢3C十HMH　　　　　　　　　　3双C十M擁H　　　　　　　　　最後の
　　　YH舐2C十33P　　　　　　　　　　YH瓜C十33P　　　　　　　　　に基づいて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　YC2「十壷H　　　　　　　　　YC「十H照ff　　　　　　　　文字の
　　　以YP2M　÷33C　　　　　　　　瓜Y）M十33C　　　　　　　　規則より
　　JIOIIgrOHO「へつらう」，　llO”MrOHyyp「（形）へつらう」という例を見るとわかるように，語
幹末の母音は，3と同じように長母音の前で消玄される。
1．2．2．出名動詞作成の接辞πの前の母膏
　出名動詞作成の接辞∬の前のあいまい母音は，以上の規則に従わないで，長母音で始まる接辞，
語尾及び挿入された母音の前で消去される。
　T　　　　　　　　　　　　　　3
　x3P3r＋911－　　　　　　　x3P3r耀3一　　　　　　　使う
　x3P3T÷JI十YYp　　　　　　　　x3P3r十」玉十YYP　　　　　　　　方法
　x3P3r－1－X＋3r鳳一　　　　　　　　X3P3r÷Jl十3EEI一　　　　　　　　使われる
　x3P3r　＋　x＋3∬　　　　　　x3P3r耀3＋ll　　　　　　騰翼．
　x3P3r十叢十3r畷　　　　　　　　　x3茎）3r十JI　3十r穫　　　　　　　　　使用者
　33十3n－　　　　　　　　　　　33十3浄　　　　　　　　　　　占領する（語幹）
　33＋JI＋3×　　　　　　　　　33÷X十3X　　　　　　　　　占領する（形動詞》
　3X＋A十3H　　　　　　　　　33＋X＋3H　　　　　　　　　占領する（副動詞〉
Y｝｛瓜3C十3JI－
Y壬｛耳3C牽A十つ涯
YH双3C十JI3－
YH耳3C十HS十耳
基づく
基礎
TQBq－f－｝斑一　　　　　　　　　　TOB9＋H月一　　　　　　　　　　要約する
　TOBtl十耳÷OA　　　　　　　　　　TOBLI十〇十〇n　　　　　　　　　　要約
1．2．3．出名動詞作成の接ge　x
　3では，出名動詞作成の接辞πは三通りの書き方がある。
　　ま妻養華　　　　　　言署牽“？末の弄多　　　　　　　　　　　　　f残
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llV
Vll
V
C7
（C）VCCV（C7）cg
（C7）cg
この規則はTOMO・「遊ぶ」，
動詞でないものに
のはすべて子音語幹である。
接辞
Vll V
C
　　　　TOO十JI－
　　　　x3P3r＋π9－
　　　　YHJI　3C÷X3－
　　　　HapW益Bg＋MJI－
　　　　yc＋aπ一
x3BJI　3・「印刷する」，
もあてはまるようである。Tではllのw・き方は二通りしかなく
語幹末の形
　　　数える
　　　使う
　　　基づく
　　　詳細に晃る
　　　水をやる
xonell－「動く」などからわかるように，出名
　　　ma　　　　　　　　　　　　　，　Kが｛寸いたも
この例外が，r3p÷船一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，これは，
1．1．5のDで述べたように，単に母音語幹の動詞と考えればよいと思われる。しかし，XORon－
「動くn，X3B311－「印刷する」が子音語幹の動詞であり，同じXで終わるTorXO・「遊ぶ」がなぜ
母音語幹になっているのかは，よくわからない。
1．2．4．9を持った格語尾
　格語羅にHが現れる場合，Hの’直前にはあいまい母音は現れない。6Wt　r我々」，3PT　「昔」
の属格は，6瓢3H曲、3PT謝舶ではなく，6vamlixit，3PTHxRである。これは，結果的には3と同
じことになるけれども，1．2．1の規則の適用を受けないという点で，特にここに明記してお
く必要がある。もっとも，6蝦＋H＋Hthと分析するから，1．2．1の例外になるので，6瓢÷
H磁と分析すれば，1．2．1の例外にはならないことになる18。
1．2．5．出動名詞作成の接辞一”・ara，－noro
　3では，語幹末が子音であるか母音であるかによって，rの前に母音があるのとないのとの二
種類の型が存在するが，［1）ではrの前に母音がある型しかない。
　　　　　T　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　例
　　　　　　　TOO一トJI。
　　　　　　x3P3r＋311－
　　　　　　　YH艮3C十3n－
　　　　　　yc　＋　aJI－
f結婚する」である。「遊ぶ」
数える
使う
基づく
水をやる
　　A　　双yy瓜＋Jlara　　　　　　　　　　江yy双一＋Jla1’a　　　　　　　　　　発昔
　　　　　YHM＋Ilara　　　　　　　　　　　　　YHIII＋Jiara　　　　　　　　　　　　　蕪売書二
　　　　　6e江＋∬oro　　　　　　　　　　　　60且＋」王oro　　　　　　　　　　　　考え
　　B　　6aPI）＋ftara　　　　　　　　　　　6aPli÷llra　　　　　　　　　　　　建築
　　　　　xaa十Jlara　　　　　　　　　　xaa÷∫lra　　　　　　　　　　　ドア
　　　　　yHa－＋“Jlara　　　　　　　　　　　　y｝韮a＋xra　　　　　　　　　　　　　輸送手羊愛
なお，女性語に付く場合は，T，3共に一一種類の型しかない。
　　T　　　　　　　　　　　　　3
　　Mり皿十∫蓄3r　　　　　　　　　　M3E十A3P　　　　　　　　　　知識
　　即M＞K＋船r　　　　　　n3M＞K＋」13r　　　　　　　支持
23
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　　3MHつ十n3r　　　　　　　　　　　3MH3十涯3r　　　　　　　　　　　病院
er・＋・ller　　　　　　　　　or＋ner　　　　　　　　　擶施
3の二種類の異形態のうち一Hra，－nroのほうが通時的には古い形であり，文語の一1γaに対溶す
る。
ないが，Tでは，
　　　　　T
　　A　aBara
　　　　　a組ra
　　　　　HT璽a
　　B　aJlra
　　　　　HTra。
　　　　　yTra
　文語　　　　　　3　　　　　　　　　　T
　　・17a　　　－nra，－llro　　　　　一
　　　　　　　　　つHara，■”OrO　　　　　　　　　－Jlara，一∫10rO
　　4ge
　　　　　　　　　－”　3r，－Aer　　　　　　　　　　　”護3r，づ王er
1．2．6．口蓋垂音rの前の母音の有無
　3では，口蓋垂音rの前に，共時的に見て子音が一つしかなければ，
　　　　　　　　　　母音が書かれる場合と書かれない場合とがある。
3
aBra
aJlra
Hτra
aJlra
HTra－
yTra
文語
aba7－a
ala7－a
yatu7－a
a圭γa
id儀a－
udq・a
rの前には母音は書かれ
父方の伯（叔）父
手のひら
ハープ
ない
説得する
意味
文語と比べれば明らかなように，Tは文語の音節構造をそのまま受け継いでいるわけである19。
1．2．7．歯茎音Hの前の母音の有無
　3では，歯茎音Hの前に子音が～つしかなければ，Hの前には，母音は書かれないが，　Tで
は，母音が書かれる場合と，書かれない場合とがある。
　　T
A　θMeHe
　　江opΩHO
　　OPgHe
　　　orOTO正｛O
B　caMKa一
3
0MHe
HOPHO
ePHe
OTOTHO
caMHa一
文語
emu簸一e
doron－a
oron－e
Oγoton－a
samna一
南
東
酉
野ネズミ
くしけずる
この場合もTは文語の：音節構造を保存しているといえる。3でも，6araHa「柱」のようにHの漢
に母音がある例があるが，これは区別する母音である20。
　歯茎音簸の前に子音が二つある場合は，Tも3もHの前に母音がある。
　　　　　T　　　　　　　　3　　　　　　　　　文語
　　　　　3Pk2H3　　　　　　　　　3PE12H3　　　　　　　　　erdeni　　　　　室牙勿
1．2．8．語末のア子ff　9－9子音
　3では語末（語幹末）で7子音と9子音がこの願に並ぶ時，母音は必要としないが，Tでは，
母音がある場舎とない場合とがある。
24
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A
B
C
D
E
T
AaB盈C
cy随瓜
6Yr2几
TeBgll
3r3q
O超9C－
3YP2x
63px
XH圃工
XY騒尽
aap球
aBarq
aBC
arT
O羅餌
ap瓜
YYP及
CO薮C－
◎Hq瓢H
Hap旦c
y腿c
eB瓜一
3
瓜aBC
CYBJ］1
6Yr瓜
丁OBJI
3rq
eMC・
3Ypx
63px
XffMll
XYK艮
aaPH
aBar耀
aBC
arT
OMPE
ap以
YYP瓜
COHC－
eHqH難
Hapc
y∬C
eB以藺
文語
dabusun
subud
bUg｛kde
t6bed
ege5i
emUS－
YirUken
berke
k童mda
kUndtt
aγar6an
abu76i
absan
aγta
oyirad
arad
egUride
SO貧os－
．．　　．．Y．
onOCln
naraSU簸
ulus
ebed一
塩
真珠
すべて
チベット
姉
着る
心臓
國難な
容易な
困難な
酪
取る人
棺
去勢馬
オイラート
人民
永逮に
聞く
孤児
松
國
病む
Tで母音がある場合（A）は，文語でもその位置に母音がある。また，文語で母音がない場合（B）
は，Tでも母音がない。しかし，　Tで母音がなくて文語では母音がある場合（C）もある。一般に，
舌先を使う子音が並んでいる場合，その間の母音はTでは存在しないということができる。Cは
そういう場合である。しかし，この条件にあてはまるのに母音が存在する場合（D）及び，この条件
にあてはまらないのに母音が存在しない場合（E）もある。
1．2．9．liの位置
　3では，二つの子音が口蓋化される場合，二つめの子音の後にliを書くという規則がある21。　T
では，二つめの子音の前に書く場合と後に書く場合とがある。
　　T
A　aPKX
　　TaPMX
　　TaMIOC
B　　caJIXM
　　aHr｝蛋
3
aPXH
Tapxx
TaMXK
caAXM
a蕪rH
文語
ariki
tariki
tamaki
saiki
anggi
酒
頭脳
タバコ
風
学年
文語で，二つの子音の聞に母音（iとは限らない）があればA，なければBのようになる。
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1．2．10．xの有無
　3ではHがあるのに，Tではない場合がある。
　T　　　　　　　　3
　0×OHX　　　　　　onOHXX　　　　　　　大多数
　XOTOPX　　　　　　瓜OTOPX｝｛　　　　　　　中にある
1．2．11．K～b交替
　3でbを書くのは，（i＞7子音と9子音の問，（｛i）単独の軟音化子音と志向形H，Gの間，
（iii）単独の子音と÷　rYft，1－　Tathの間，及び（iv）単独の子音と語境界の間である。たとえば，
apbc「皮ふ」，6apbfi「建てよう」，　xoHbrYli「羊がいない」，　xoKbT磁「羊のいるJ，　xoHb
「羊」。この規則のうち（1）は，aPbCのように語末だけでなく，　aPbCTaH「入種」のように語中で
もあてはまる。以上のどれにも該当しなければ，Mを書く。
　TにおけるHとbの書き分け方は，大変複雑である。次の各場合に分けてみていくことにす
る。
　　a．C7　C7C＃　　　　　　　k．　C7　CアC（C）V
　　b．C7　CgC＃　　　　　　1．C7　CgC（C）V
　　c．Cg　C7C＃　　　　　　m．　Cg　C7C（C＞V
　　d．　Cg　CgC＃　　　　　　　　　n．　Cg　CgC（C）V
　　e．C7　C7＃　　　　　　　o．　C7　C7V
　　f．C7　cg＃　　　　　　　P．　C7　CgV
　　9．CgC7＃　　　　　　　q．CgC？V
　　h．cg　cg＃　　　　　　　　　r．　ce　CgV
i　VCC　＃’
j　　VC　＃
a～d．　C　CC＃
　　この位鷺では賑しか現れない。
　　　　　aJI翼pc　　　こけもも
　　　　　opx墾M＞K　袈裟
e．C7　C7＃，
　　この位置ではHしか現れない。
　　　　xaJIEXM　　鯨
　　　　a眼P　　　騒音
　　　　　a8即一　　登る
f．C7　C蟹
　　この位澱では聾もbも現れる。
A　　　　ap璽c　　　　輿鰐
　　　　X　anKC　　　皮
C孤X擁Bq　通風窓
Hax照3一　あちこちへ曲がる
a∫［堕M
aB璽P
即B蕪r
りんご
性質
腿難
鐵a畷）K　　毘虫
aKrHE　　　ことなった
26
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　　　　caπaHr璽取　別れて
B　　ap璽x　　酒　　　　　Tap4x　頭脳
　　　　TaM藝X　　　タバコ
C　　　xa種τ　　　すばやく　　　　　xaB5τ一　近づく
　　　　TO湾塾胴　　鏡にうつして見る　RYYPkC一有名になる
　　　　「OP餌縣　　希望する
Bは1．2．9．のAの例と同じものである。Cに該当するもののうちのあるものは，　bの直後に形態素境界が
あるけれども，すべてがそうではない。
9．cg　C7＃，
　　この位置ではMしか現れない。
　　　　raH阻r　　大理石　　　　　　aax期．　あえぐ
　　　　耳aπ胆p一　　とっさに身をかわす
h。C7　cg＃
　　この位麗ではXしか現れない。
　　　　60取gc　　　物質　　　　　　　　60海｛丁　　物質的な
　　　　yB圧難C　　　魔法　　　　　　　　a潤匝C　　　祝福
　　　　OX塑　　　OX照「娘」の複数
i．VCC　＃
　　1，2．9のBに述べたような例がある。
　　　　CUIX塁　　　　風　　　　　　　　　a頁曝　　　学年
j．VC＃
　　この位置ではbしか現れない。
　　　　TOJI駐　　　　　　鏡　　　　　　　　　　　　XOHb　　　革
　　　　60Tb　　　巻　　　　　　　60Xb　　チューインガム
　　　　ar至　　　　　よもぎ　　　　　　XYBb　　個人
k．C7　C7C（C＞V
　形態素境界がどこにあるかによって，三つの場合に分けて考えることにする。
　　（i）　C7　十CアC（C）V
　　　　TaH9　＋　pxyy　　　愛想のよい　COHij　＋　PXOII興味
　　（ii）　C7　C7－FC（C）V
　　　　3ap亘M＋瓜aa　　　　時々　　　　TaM4P＋qHH　スポーツマン
　　〈iii）　C7　C7C十（C｝V
　　　　該当例なし
互．C7　CgC（C＞V
　　やはり，三つの場合に分けてみることにする。
　　（i）　C7　十CgC（C）V
　A　aPB藝＋Tro一　　　　ふやす
　B　　rOPb“＋一即loro　　　　希望
　　　　　（　ii　）　　　　　C　7　　　　　c　9　十　　C　　（　C　　＞　V
　　　　ap藍c十TaH　　　　　人種　　　　　ap翼x十UMH　酒のみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27
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　　　　yp亘旦＋q瓢一　　　　優先する
　　（iii）　C7　C9C十（C＞V
　　　　該当例なし
m．CgC7C（C＞V
　　三つの場合に分けて考えることにする。
　　（i）　cg　十C7C（C）V
　　　　Ha疑腿÷rHa一　　　尊重する　TaJlx璽÷r瓜a丑　　圧迫
　　〈li）　ce　C7十C（C）V
　　　　該錨例なし
　　（iii）　Cg　C7C十（C）V
　　　　y腿P双＋xara　　　指導
n．Cg　CgC（C＞V
　　該当例なし
　　以下形態素境界の位置によって各々二つの場合に分けて考えることにする。
o．C7　C7V
　　（i）C7＋C7v
　　A．axr塾　＋　xaJI　　　　分類　　　　　aHH＋Ban3　くり返し翻をパチパチする
　　　　OH璽÷rop　　　　　細い目をした
　　B・x・HPt　M・r　　　混合　　　TaPk＋Ma・・室塵えられた
　　　　　YPk÷xaTa　　　　　　招そ寺　　　　　　　ropゑ÷xor℃1学位希望者
　　（ii）　C7　C7十V
　　　　Offritp＋oo　　　いばった　　3｛斑6即＋ar　礼1｝
　　　　yffgnp÷a∬　　　　　　季節　　　　　　aB璽P－t“aJI一　　ふるまう
　　　　τOMIIJI＋0∬　　　　指名
P．C7　CgV
　　（1＞　C7　NF　CgV
　　　　YPb＋TaJ1　　　　　　以前あった状態aMk＋TaH　　動物
　　　　xaB互＋取aa　　　　　　近くに　　　　　　xaBb＋TyyJI一遅つ’かせる
　　　　TyYJIb＋9MH　　　　叙事詩の語り手
　　（ii）　C7　cg÷V
　　　　YP璽x　＋a鳳　　　　　わなで捕える　xap璽c＋aJI一皮をむく
q．cg　CアV
　　（の　cg＋C7V
　　A．　a理＋rap　　　　　縮んだ
　　B。　TaXb十涯ara　　　　　犠姓
　　（iii＞　Cg　C7÷V
　　　　a題P＋aa　　　しわ　　　xox即＋0∬損害
　　　　TOX璽P＋OM）K　　　適窓　　　　　　3ax璽P＋aA　掌長
　　　　3aXkP＋aM＞K　　指承
r　cg　CgV
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28
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　　（i）　cg　÷CgV
　　　　3ax互÷AaJI　　　　　　　手紙
　　（ii）　cg　cg÷V
　　A．a耶C＋aJI一　　　　祝福する
　　B・30X四＋Oll　　　一致　　　　30X翼＋yyπ一一致させる
以上をまとめると，次のようになる。
だCCC
a．
b．
C．
d．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
存
箆
　
＃
障
＃
㌃
簿
　
　
む
C
C
C
C
u
b
　迎K
b
K
　
猟
　
　
　
　
　
C
C
モ
7
7
9
9
C
V
C
C
C
C
V
e
f
g
h
玉
」
k．C7　縦　C7C（C）V
玉．C・ 傍｝C・C（C＞V
m　Cg　H　C7C（C）V
n　該当例なし
　　　　（i）　　　　　　　　　（ii）
・．C・ ｛誓｝・C・VC・・C・・V
P．C7　b　－－CgV　　C7　1i　cg十V
l・：：｛1｝還踊｝：：拶
　多少の例外はあるが，大体は次のようになっているものと思われる。
　（1）語末の単子音の後はb　　（1）
　（2）語末の複子音の後は翼　　（i）
　（3）語末の子音の前ではM　　（a～h）
　　　　例外　fのCのうちのxa」lbT　9すばやくコなど
　（4）語中の複子音の前ではK　（k～m＞
｛列夕←　　IOPbXUIorO　ヂ希望」　22
　〈5＞語中の単子音の前では　　（o～r）
　　　（i）　形態素境界が　C＋VならH
　　　　　　　例外　30Xbll＋or「－ik　」
　　　　　　　　　　30XbU　＋　YYX－L致させる」
　　　（ii＞　形態素境界が　＋CVならb
　　　　　　　例外　aHM＋Ba∫13－「くり返し隠をパチパチする」
　　　　　　　　　　oxx　＋　rop　「細い際をした」
aTM＋rap　「縮んだ」
　　　　　　　　　　a登m畑鋤　「分類」23
1．　2．　11．　b
　3では男性の子音語幹動詞において志、向形fl，6の前（：　bが用いられ，語中で用いられるのは
TOBLer　「臼録，索引jぐらいに限られている。
　3では女性語の子音語幹動詞と志向形eの間にはsの代わりにbが胴いられる。Tでは，序文
29
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にaSBmYynee「述べよう」という例があることから判断して，子音語幹動詞と志向形の間には母
音が挿入されるようである。
2．共時的にみたTOMePTorooの表記体系
　3では，7子音と9子音という子音の分類が，あいまい母音の位置を決定する重要な役割りを
果たしているのであるが，Tの表記体系において，7子音，9子音という分類は，いったいどう
いう意味を持つのであろうか。あるいは7子音，9子音といった分類ではなく，もっと違った分
類が必要になるのであろうか。まずこの点から見ていくことにしよう。
　3では，「7子音は前か後に必ず母音を持っていなければならないJという規則がある。この規
則に関する限りTの表記も全く同じことがいえる。しかし，3の「7子音は前と後に両方に母音
を持っている必要はない」という規則は，Tの表記にはあてはまらない。たとえば，　c翼鐘朗「研
究j，aBaEa「父方の伯（叔）父」の下線の子音は，前後両方にあいまい母音を持っている。ま
た，　61irm133p「文字によって」，　EYp3M33c「規則から1，　ffapac「松」，　Y塁ac「ee　lなどの7
子音も前後に母音を持っている。cyllaJlan，6脳Hr33p，　nYP3M33cは，　CY211a」1　＋　H，6i｛9Mr　＋
33p，　瓜YP3M灼3cというように分解できるから，語尾を取り去った形についていえば，上述の
「7子音は前か後に必ず母音を持っていなければならない」という規則を満足している。したが
って，「語尾が付舶されたために余分になった母音は消宏しない」という規鋼が働いているように
おもわれる。ところが，x3p3rnyyP「方法」，33113H「占領して」について考えてみると，上の規
則があてはまらないことがわかる。なぜなら，x3p3rXYYPは，　x3p3r÷π÷YYPであるから
xgpgrDπYYPとなってよいはずであるし，33113Hは33　＋・ll　＋H（33鐙＋π牽のであるから33籏3R
となってもいいはずであるのに母音が落ちているからである。母音が落ちるのは，Xが出犠麟講
作成接辞の場合に限られているようである。
　ところで，Hapac，ygacなどについては，どう考えるとよいのであろうか。これらは譲吾寒で
7子音＋9子音は母音が要らない」という3の規則にもあっていない。上述の語に鯨して，63px
「困難な」，arT「去勢馬」のような語があるので，上の規則にあっている藷もあるわけである。
ここで7子音を，後に必ず母音を伴っている7子音似下C7’）とそうでない7子音（以下C？｝
という二つのクラスに分けてみることにする。
　cykagaxという語のAは，後に母音を伴っているが，これはcy照塁÷πであるから，常に後
に母音を伴っているわけではない。したがってC7である。　Hapacのpは常’に後に母音を伴っ
ているからC7’である。　ygaM「さらに」の川ま，常に後に母音を伴っているけれども，この母
音はMが必要としていると解釈できるのでnはC7である。ここで，　C7’を大文字で書くと次のよ
うになる。
　T　　　　　　　　　　　　　　C7’　　を大文字で表した表記
　cygaxan　　　　　　　　　　　　　　CYRaBlaSl　　　　　　　　　　　　　　　研究
30
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　Hapac　　　　　　　　　HaPac　　　　　　　　　　松
　yEaM　　　　　　　　　　　　　　yJlaM　　　　　　　　　　　　　　　さらに
　aBara　　　　　　　　　　　　　aBaFa　　　　　　　　　　　　　父方の伯（叔）父
　63px　　　　　　　　　　63px　　　　　　　　　　困難な
　　arT　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　arT　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　去勢罵
　aJlara　　　　　　　　　　　　　　a∬ara　　　　　　　　　　　　　　手のひら
　aJlra　　　　　　　　　　　　　　　　　a阪ギa　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない
　yHaxara　　　　　　　　　　　　yHaJ至ara　　　　　　　　　　　　輪送
　OMθ騒0　　　　　　　　　　　　　θMeHe　　　　　　　　　　　　　　南
　問題は，C7’がいったいどういう位置に出現するのかということである。　rとHについては，
他の情報からは予知できない。これらの子音の後にある母音は，3の「区騎する母音」に対応す
る。r，　Hのすぐ前でC7’とC7とが対立する。
　C7’a∬ara乎のひら　　　　　C7　a∬ra　　ない
　　　eMoHo潮　　　　　　　　　　　caMHa一くしけずる
9子音の前でもC7’とC7とが対立する。
C7’3yP3x心臓　　　　　C763px　困難な
　　　　3r3u　　娯∫　　　　　　　　　　　　　　　aBap9　　取る人
　　　EaBac　塩　　　　　　　　　　　aBC　　　棺
3．通時的に見たTOMePTorooの表記体系
　区別する母音，語末母音，ifなどを除いたあいまい母音の位置を文語の母音の位置と比べてみ
ると，どういう関係になっているであろうか。文語とはいっても，γ，gの脱落，　iの折れなどが
すでに起ってしまっている場合について考えてみることにする。文語の音節構造を便宜上，次の
場合に分けてみることにする。
欝櫛膏
閉膏節
　　　　　蘭音節
語末　（1｝a　VC7V＃
　　　（三）b　VCgV＃
語ri’】　（2｝a　VC7VCV
　　　（2）b　VCgVCV
語末　（5＞　VC7vcg＃
語中　（6）　VC7VCgCV
13）a
（3＞b
（4）a
（4｝b
閉音節
VCC7V＃
VCCgV＃
VCC7VCV
VCCgVCV
　　　文語
（1）aam旦
　　　sar旦
　　　ter旦
　　　en皇
　　　baγ一9
T
aM
cap
T3／）
3ff2
6ar呈
3
aM
cap
T3P
3H2
6ara
月
それ
これ
小さい
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（1）btolΩ7ai
　　　qo19γan軸a
　　　am璽「aγ
　　　a圭蔓γa
　　　emun－e
（2）b　bat鐙an－a
　　　badara－
（3）aar奥
　　　ter＆e
　　　teger皿皇
　　　al】ra
（3）b　Ulem距
　　　berk皇
　　　or迦
（4）aer1；Leger
　　　bal’yaSUR
（4）b　　qab室旦7ai
　　　bo堕mar
（5）　　sub墾d
　　　em豊S－
　　　u1漣s
　　　ar璽d
（6）　　bei皇dke1
TOJirOff
xyxraHa
aM旦pa「
aJI盆ra
eMOHO
6aTra翼a
6a聰P－
apaB
T3P3「
T33P3M
an6旦
YJI　3M）K
63px
OP以
3P3B「3P
6aπrac
xaBTraH
60涯＞KMOP
cyB旦双
eM皇C－
y聡c
ap瓜
63月Tr3π
TO∬ro選
xy涙raHa
aMpar
a∫〔ra
eMHO
6aTraHa
6a腿P－
apaB
T3P3「
T93P3M
ax6璽
Y∫13M）K
63PX
o餌
3P3Br3P
6a∬rac
xaBTra羅
60x＞KMop
cy班
eMC－
y∬C
a四
63∬Tr3π
頚
ネズミ
愛
手のひら
南
はえ
発展する
10
章
佳務
非常な
國難な
富殿
逆立っている
城壁
平らな
ヒバ弓
真珠
着る
薩
）’k　n．
準簿
（2）aのaMaparは，　aMap　＋　rであるから単に共時的な意味での母音消去が適用されていない測であ
る。区別する母音を除くとTと3とが違うのは㈲の場合だけだといえる。（6）について欝及する
と，beledkelは，　beled＋ke・であるが下線のeは，香先を使う子音の闘にあるから，消宏された
のである。Tの3rgqとaBargの違いは，（1）bと〈3）bとの違いに対応する。すなわち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　
L
　　　ege6i　　－一（1）b　→　ege6　　　　－（5）　→　eg6
　　abuγ6i　一（1）b→abuγ6
　　　　　　　　　　　　　　　T　　　　　　　3
もしさらに（5＞が適用されると3になる。
4．おわりに
　Tの表記は，語構成を重視するように，あいまい母音の位置が決定されている表記である。K
～ b交替についても語構成を霊視しているといえるeこれは，換露すると，共時的には母音挿入が
循環的にくcyclic）適絹されていることを意味するものである。一方母音消宏は眼られた場合にし
か適用されないという点が3との大きな槽違点である。通時的にながめると、7子音の後の短母
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音が，口蓋垂音γ，舌先音n，9子音の前で保存されているという点が3と違う点である。しか
し，音声的にはaπara　v手のひら」とa」lra「ない」とを書き分けなければならないような理由は
ないと思われる。
　最後に，例外について述べておきたい。T33p3Mπ一「粉をひく」，　yrcaPAT「組み立て操作」，TOMpx－
「誇る」などは，母音が3より少ない例である。Tの方針に従うなら，　T33p3M211－，　yrcap邸丁，
TOMΩpx一となるべきであるのにそうなっていない。またr3px3－「結婚する」はTの方針に従う
と，rgp3x一となるはずである。さらに，　Hapgc　y松」，　y胆c「国」の下線の母音は，　Tの方針に従
うと不要であるはずのものである。こういった語は，発音に忠実に綴られているとTは主張され
るのかもしれないが筆者にはその理由は理解できない。
注
1．HYftMMC～HynMac「涙」，　HθxOPT3xroo～HexOPT3fir33　r　g　fiの同志と共に」など。
2．動詞は，通常，形動詞xが付いた形が載っている。TeMgPTorooの辞書には，語幹が載っているといった違
　いもある。
3，辞轡を使粥する際の注意のところに，「モンゴル語の構造及び発音をできる限り正確に表すために，モンゴル人
民共和翻で現在使用されている正書法には従わない語がたくさんある」という意味のことが書かれている。
・・　・・PP・・197・・・・・・・…
｛1｝・一・V噸の・が速・一ま脱落す・・翻て・・・…PP・1・よ
　ると，語中で子音が三つ続くのはこの場合に限られることになる。
5．TeMOPτoroO　（1969，1970＞などでは，正規の正書法に基づいている。
6．正規の正書法では，固有名詞以外の複合語は分かち書きされる。分かち書きをする利点はいろいろあると思わ
　れるが，たとえばlla工yypヂ天気」のrが摩擦音ではなく鮒鎖音（ないしは破擦音〉であることを示すのに役立
　っているといえよう。また，T泌旦劒ra∬「“hx　」のHが口蓋化されないことも分かち書きのおかげでわかる。し
　かし一方，欠点もあって，Ea2　yypのrが通常窟声音で発音されるとか，　YHC　mp「政治」が一語のようなピッ
　チアクセントで発音されるといったようなことは，分かち書きをするとわかりにくくなる。
　　「六」と「自分の絵を」は，正規の正書法では共に3Ypraaであるが，「六」の場合rは摩擦音，「自分の絵を」
　の場合rは閉鎖音で発音される。この区別ま，後者を3ypar　aaと分かち書きにすると明確になる。正規の正書
　法では，格語庵は分かち書きしないので，「六」と「自分の絵を」とは岡形異音語（且つ異義語）になってしま
　う。TeMePToroo・の表記では，後者は13yparaaと綴られることになるので，一応匿別ができるように見える
　が，6yr「悪魔」と6yra「鹿」の造格においては，正規の正書法と岡様，6yraapという岡形異音語になって
　しまう。
7．ブリヤート方言では，「心3はC3双bX3涯と綴られる。
8．Bの後ではa36aパ取るなら」のような例がある筈であるが，　TOMePTorooの辞書には載っていない。　Hの
　後では6となる。Tgp　x謝63？「あの人はだれですか」という例文がx3ff「だれjの項罠のところに載ってい
　る。
9。もし，a銀「取って」，阻＞K「行って」のような使い分けがされているのなら，発豊に忠実に書き分けたものと
　いえよう。しかし，以下に述べる例から郵1断する限り，発音を忠実に褒しているとはいえないようである。
10．文語では，次のようになっている。
　　tia6raHll　　「老1婆」　　　　　　　　　XLiba7an6a
　aBrax　　「妻」　　　　　abaγai
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㎜P63・
aPBaH
「むちで打つ」
「一一a？・　k
ぎirbe－
arban
11．たとえば，　YHII1ljTH「読者」のXは，　yHill。「読む」，　ygロ刀ara「読書」ではゼロになる。プリヤート方
　需の正書法では，灘音は交替しない。yH斑璽rl11a，　yH斑粂。，　yH斑蟹ra．
12．ar［6aをaxa6と綴ると，6が語末にくることになるので困る。また，　MOHroをMeHorと綴るとHが〔e］
　でなく！n］になるし，rが有声音ではなく無声音になってしまう。ただし，正規の正書法では，6atimMHr
　「建物を」のように，隠れたrを持っている語の対格は，語末に7子音が二っ並ぶ。
13．正規のJiEit／Sfg法で，動詞が母音語幹か子音語幹かは，次のように考えるとよい。
　　　xを取り去った形　　　　　語幹　　例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りA．長母音，二重母音 V－ XMK－X
　B，獄
　　　　　｛　　　　Mの前が）K，q，田　　　　　G　　　YHIH・MX
　　　　Mの前が＞K，u，　Pt以外　　　V－　　6aPK・x（6aPb－）
　C。Jla，no，x3，刀9
∬の前が長母音，二璽母音　　C－
Hの前がC7　　　　　　　　V－
JIの前がCVCCV（C7）Cg　C－
∬の前がCg　　　　　　　　C・
TOOJI－oX
X3P3rJ13－X
薮ap頚賊B｛｛難涯”ax
yCll－ax（ycaπ一）
D．CCV
　
　
　
t　　　C7CgV
　　　C7PV
　　i．　C・＋P以外のC・＋V
E．VCV
G
G
V．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G
14．ブリヤート方薔では，fiPHa，30xeOHと綴られる。
15．母音挿入規則は，次のように定式化できる。詳細は，角遵（1974，1976，1977）を参照。
　　　・一・／・」・・画掃
16．最初から（基底形に）母音を書く位置というのは，・母音挿入規購によって挿入される以外の母音の．泣麗のこと
　である。第一音節の母音，長母音，二重母音，区騨する母音，YIなどである。第2節で述べるC7鴇直後の母蕾
　は，TeMePTorooの表記体系において基底母音である。
17．正規の正書法において，母音消去は次のように定式化できる。詳細は，Kakudo（1977）を参照。
　　　V－→φ／V（C7Xcg（9＞）＿（C＜7＞）十V
18．正規の正書法において，yTac「糸jの属格はYTcaKblではなくてYTacHblである。これは，　yTacにHが付い
　てyTacaHになり，余分な舞音が落ちてyτcaHになったものにblが付いたと考えると説明ができない。　yTaCに難
　が付いてyTacaHになり，余分な母音はそのままでblが封き，　yTacaHblとなってから鎌欝滴強規難が趨継され
　てyτaCHblとなると考えなければならない。すなわち，　yTac－e｝｛→－blではなく，　yTac＋Hb！と考えれはよい
　わけである。　Kのあとにさらに何か付く場合は，Hの趨後の÷を無挽するのである。しかし．だからといっ
　て，Hblを属格の異彫懲の一つだとみなしているのではなく，Hの蓋後の＋は，母音溝虫法規羅に購してサぜク
　ルを成さないと考えるのである。
19．xa3rap「びっこの」のrは繍蓋垂音である。文語では（laYa7arであるから，　TeMOPT◎r◎oでもxa3arapと
　なるべきであるのに，実際は，xa3rapとなっている。したがって，語中では，文語の驚蔀構造がそのまま受け
　継がれていない場合もあることになる。
OJ王C・GX
aMP－ax（aMap－）
MTr3－X，　xaPBa”X
60πつX，gprezaex
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20．正規の正書法では，oπcも・He「餓える」，　yHIII－H・Ha「読む」などもこの規則に従う。　TeMopTorooではどう
　なるのか不明。
21．田aBb取∫昆ER　」が㎜aB＞KHとならないのは，語末の氷，　q，　mのあとにはxを書かないためである。TyYllbgMH
　　「叙事詩の語り手」がTyynimHでないのは，τyy涯b＋9MHだからである。
22．aPBX＋Tra・「ふやす」と，　rOPb＋耳＋Jloroを比べると，前に子音が二つあるとH，一つしかないとbに
　なっているように思われるかもしれないけれども，COHX＋pxon「興味」では，前に一つしか子音がないか
　　ら，この説明では不十分である。
23．aHm＋πaπ「分類」については、　xの前に子音が二つあるので，（i）の場合と関係があるといえるかもしれ
　ない。
　　　例があまりにも少ないので一般論は下せないが，　－Hara，－noro，－Mar，－Morが付くと語幹末はbで，
　　－rap，－ropが付くと語幹末はMである。
　　　例　yPb＋　llara　　　「招待J　　　　　　TaPb＋nara　　　v犠牲」
　　　　　　30Pb十　Aoro　　「意志の強い」
　　　　　　llyllbMar　　　「不完全な」　　　　xo∫lbMor　　　　「混合」
　　　　　　aTK÷rap　　　ド縮んだ」　　　　　OHK＋rOP　　　「細い目をした」
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